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I.研 究 日的  近 年 ,自 然環境の悪化に伴い,生 態系の現状 を把握 し,よ り良い環

境構築のための工法 ・手法 を確 立させ ることが我 々に急務 として課せ られ ている。

小研究では,環 境 との調和に配慮 した整備のあ り方について模索す ることを 目的 と

し,環 境配慮型水路及びその近郊にお ける魚類 の生 8、状況を調査 Lンた。 この環境配

慮型水路は,今 年度末に輪之内町に建設 予定の県道によつて失われ る上水路の代林

域 として構築 され ,近 自然河川工法を多 く用いている.

H.調 査地概 要  調 査地は ,岐 阜県安八郡輪之内町道 下地区に位 置す る水路で,上

流か ら ABCDの 4区 間に分類 した。最 上流の A区 融1は植 生の 戦かな it水路 とコンク リ

ー ト 2面 張 り水路を持つ .B及 び C区 問は,環 境保全型水路 として整備 されてお り,

B区 間は多段川床 ・魚巣ブロック,C区 間は ,広 い川幅 ・護ナilにゾダや ジャカゴの設

置 とい う特徴 をもつ。最下流の D区 問は昔か らの 自然ヤ百r川の形 を色,濃くな した場所で,

今年度末に上記の県道整備で埋め立て られ る予定である,

田.調 査項 目 魚 類 の捕獲調査は魚 キラー,サ デ網 ,タ モ網 をその捕獲す る場所の

特徴 に応 じて使い分 けた。 さらに,各 調査地点周辺の水理調査 (水深 ,流 速 , pH,

EC,水 温 ,DO,透 視度 )を 行 い,生 旭、環境 と生起、状況の関係 を「FHlべた .

Ⅳ.結 果及び考察 ① 魚類の確認 輪 之内町は比較的生態系の豊かな地区であ り,

この水路においてもレッ ドデータブ ックに登録 されているカワバ タモ ロヨ ・メダ

カ ・イチモンジタナゴなど多 くの魚類の生息が確認 された (16種 )。②繁殖地の確

認 全 区間において植生のある場所で稚魚が確認された.繁 殖地 として,水 除植生

の重要性は高く,一 年を通 して保たれるべき環境 として,今 後保護 していく必要が

ある。③赳冬地の確認 多 段川床などにより,魚 類が越冬するために必要な水深の

維持が確認 された.また,水位低下により水際植生が消失する非濯滋期においても,

花いかだや ノダ,倒 伏 したアシの周辺において多くの魚類が捕獲 されたため,十 分

な越冬地の確保が出来ていると考えられる。従つて,埋 め立てや落水による生虐、域

の減少に対する魚類の誘導地 として,これ らの条件を効果的に取 り入れ るべきだと

考えられる。④水路による生息状況の違い A区 間では昨年度より多 くの魚数が確認

されたため,環境保全型水路の効果により上流へ と生定、域が広がったのではないか

と考えられ る.B区 間では花いかだ近辺で,一 年を通 じて多くの魚類の捕獲が確認

できた。この区間が平成 15年 春に完成 したことを考慮すると,魚 類の産卵 ・生癌、

場所 として好ましい条件がそろつていると思われる.ま た,ツ チフキが D区 間で し

か捕獲 されてお らず, ドジョウも次BC区 間には少ないことから,D区 間の埋め立て

による底生生物への影響が懸念 され る.⑤ 水貫と捕獲数の関係 全 区間を通 して透

視度は低いが,捕 獲数には影響 しなかつた,捕 獲数が多いところは DOが 高い傾向

が見 られたが,DOが 高 く保たれるには植生の要素が強 く関係 してお り,植 生の多

面的機能は非常に重要であると考えられる。
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